
令和３年度 地域ぐるみで「体験の風をおこそう」運動推進事業 

「釣るぞ！観るぞ！漕ぎ出すぞ！ファミリーチャレンジ祭」 （R3.9.25（土）） 

 

◆目的 

・海での様々な活動を通して、若狭湾の雄大な海の自然環境を感じる。 

・親子(家族)での体験活動の共有の機会とする。 

・地域の体験活動指導者と共同して実施し、地域の教育力の向上をはかる。 

  

◆参加実績 

２５家族 ７６名（内訳：小浜市１４家族、若狭町２家族、高浜町２家族、敦賀市７家族） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆成果 

 ・若狭湾の雄大な自然環境について、感じてもらうことができた。 

 ・コロナ禍で活動や行動が制限されている中で実施したことによって、参加者のリフレッシュとなる機

会・場を提供することができた。 

 ・日常の中で、体験活動を取り入れるきっかけを提供することができた。 

 ・名古屋 ECO 動物海洋専門学校（元あわしまマリンパーク館長）の白井先生を招聘したことで、“海を観

察してみよう”のプログラムにおいて、多くの生き物について特徴や生態について知る機会となった。 

 



◆参加者の声 

 ・磯遊びや釣りを子供に経験させてあげたいと思っていましたが知識や経験がなく、最適な場所も分か

らない為出来なかった時にピッタリのイベントでした。 

 ・沖縄に負けない美しい海、大感動しました。全然疲れていません。ストレス発散、大満足の１日に感

謝します。 

 ・親も子も心から楽しむことができました。近くの海で遊ぶと海ゴミがたくさんあって危険ですが、こ

こはとてもきれいですし、スタッフが付いているので、安全に遊ぶことができました。 

・コロナ禍でストレスが溜まる中、久しぶりに有意義な時間を過ごせました。 

 ・福井で子育て楽しいよって言えるネタができました。 

 ・なかなか体験できない内容で、貴重な体験をさせていただきありがとうございました。 

 ・天気も良く、絶好のイベント日和で親子で楽しく過ごさせてもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆事業運営のツボ・工夫・反省 

 ・シーカヤックについては、“旅に出よう”と“乗ってみよう”に分けて活動の幅を持たせることによっ

て、シーカヤックに乗るのが初めての参加者から、何度か経験がある参加者まで、楽しんで活動して

もらえるようにした。 

 ・海象状況が好ましくなかった為、“旅に出よう”のプログラムは湾内での活動となった。荒天時の対策

は取っていたものの、参加者が期待していた内容を十分に提供するためには、本事業の中に、湾外で

の活動を入れるかを吟味する必要性がある。 

 ・“受付時間”から“はじまりのつどい”時間がタイトになってしまい、予定時間より 10 分遅れてしま

った。家族での事業で未就学児や低学年の子どもの参加が多いことも踏まえて、余裕をもった時間設

定をしておく必要があった。 

 ・いつでも参加できる活動として、“絵本の読み聞かせ”と“ブックシェアリング”を入れていたが、海

での活動を選択している参加者が多いことから、館内で実施した上記２つについては、参加者の出入

りが少なかった。“絵本の読み聞かせ”が屋外でも実施できるように工夫する必要がある。 

 ・未就学～低学年の参加が多いことを想定し、プログラムを組んでいたため、“海を観察してみよう”や

“お魚を釣ってみよう”は、午前午後ともに賑わいがあった。今後、小さな子どもの参加者数が多く

なる可能性が見込まれるならば、もう１つ程度、体験できるプログラムを増やす必要性もある。 

 ・サップの講師として招聘した浜岸氏に、メガサップをプログラムの中で運用していただけたことで、

通常のサップ体験では得られない、貴重な体験を参加者に提供することができた。 

  

 


